説教要旨「罪と不法を思い出さない」
聖書：ヘブライ１０章１１－１８
10:11 すべての祭司は、毎日礼拝を献げるために立ち、決して罪を除くことのできない同じいけにえを、繰り返して献げます。

10:12 しかしキリストは、罪のために唯一のいけにえを献げて、永遠に神の右の座に着き、

10:13 その後は、敵どもが御自分の足台となってしまうまで、待ち続けておられるのです。

10:14 なぜなら、キリストは唯一の献げ物によって、聖なる者とされた人たちを永遠に完全な者となさったからです。

10:15 聖霊もまた、わたしたちに次のように証ししておられます。

10:16 「『それらの日の後、わたしが／彼らと結ぶ契約はこれである』と、／主は言われる。『わたしの律法を彼らの心に置き、／彼らの思いにそれを書きつけよう。

10:17 もはや彼らの罪と不法を思い出しはしない。』」

10:18 罪と不法の赦しがある以上、罪を贖うための供え物は、もはや必要ではありません。

　４章１４以来、私たちは旧約聖書に記される儀式律法に基づいていけにえ/ささげ物を捧げる祭司と、イエス・キリストという完全ないけにえをささげる大祭司の対比、対照について学んでまいりました。１０章１１－１９はその総まとめの部分に当たります。特に、１９節は結論であり、ここで記されていることの要点と言っても過言ではありません。
　ヘブライ人への手紙は、難解と感じられます。しかし、用語などと共に旧約聖書の知識が必要という点の難しさはあります。キリスト教信仰の最も中心的な教えが語られています。説教を通してそれを伝えたいと願ってきました。

　１０章１１-１９は二つの部分に分けられます。ひとつは、１１-１４節、もう一つは１５-１９節となります。まず、前の部分から学んでいきましょう。
ここに記されている要点は、旧約聖書に記される祭司たちが実行している犠牲の奉献では罪を全く消去できないという点です。言い換えれば犠牲が捧られても、捧る側の人間の罪は消し去られることはないということです。
１１節において、エルサレムの神殿で行われている犠牲奉献は、毎日の礼拝といわれています。私たちは礼拝というと讃美歌を歌い、聖書の説き明かしを聞き、礼典にあずかることを思い出しますが、旧約聖書の民にとって礼拝とは何よりも犠牲を捧げることでした。私たちも従って献金をささげることが献身のしるしという限り、これも礼拝の重要な要素であるということを知ります。ここでは毎日の礼拝といわれます。つまり、祭司たちは日々捧ていた各種の犠牲が念頭にあると言えますが、むろん、一年に一度贖罪の日に、大祭司が雄牛と山羊の血を携えて至聖所に入っていく務めも当然含まれています。
　ところがその犠牲奉献はいずれも完全に罪を除去できないとヘブライ人への手紙の作者は断言します。「決して」という言葉が付け加えられているのは強調のためです。絶対に、生け贄はその人の罪の問題を帳消しにはできない。このように語られます。
　何故、アロン系の祭司たちがするいけにえ奉献が罪の除去という根本的な解決に至らないのか。答えは、重要です。答えはその犠牲が、身代わりの動物の犠牲だからです。身代わりが犠牲になって贖いをするというだけならば他の宗教でもありえます。残酷ではありますが、生け贄が人間の子供であるという宗教儀式も存在します。しかし、身代わりである限りではその犠牲は完璧ではないのです。これが、写しとか影とか言われるゆえんです。
　なぜか。生け贄は血を注ぎ出されます。重要なことは、血は命とされるという聖書の考え方、立場です。犠牲として動物が捧られますが、動物の命は失われます。

　罪の贖い、償いは命を代価にして支払われます。ですから、神は罪が犯されたとき、そのために罪人の命を要求されます。罪の支払う報酬は死なのです。命を代償として差し出すことです。

けれども、私たちが罪のために命を差し出せば、問題は解決ということになりません。私たち自身が滅んでしまってそれで何もかも終了というのでは何も解決したことにはなりません。だからこそ、身代わりに動物の命が捧られるのです。けれども、それでは根本的に罪が許され、もう裁きがないということにはなりません。
　旧約聖書に記されている祭司たちは自分自身のために生け贄を捧なければなりませんでした。その上でイスラエルの民のために神に執成しをしました。ここにもその犠牲の不十分さが見られます。さらに繰り返されなければなりません。なぜなら、罪が完璧に除去されていませんから、再び生け贄を捧げなければならなかったのです。写しであり、影である生け贄によって罪の許しのためにいけにえの命が必要であるとの真理が明らかにされますが、その行為によっては罪は完全に許されることはありません。
　そこで、神は人間の罪の解決策を一切立てられなかったのかというと決してそんなことはないのです。時満ちて、神はイエス・キリストという完全な生け贄を備えて下さいました。このキリストの犠牲は唯一の犠牲であって、他の何ものも代わることができないほど崇高で、価値のある生け贄でした。

　キリストは、まず、しみも傷もない、完全に清い犠牲でした。自分のためには一切犠牲など必要とされないお方です。そして、その命は十字架の上で捧られます。この命を代価として、キリストは私たちに代わって死んでくださいました。その点では間違いなくキリストの死は身代わりの死でした。神の要求される犠牲として、キリストは十字架の上で命を差し出し、それによって他の動物では決して可能ではなかった完全な贖いを全うされました。このキリストの犠牲はその意味で完璧であり、完全な罪の贖い、償いとなり、これによって、私たちの罪はことごとく許されることになったのです。もう許されない罪はありません。
　この意味でキリストの贖罪は一回きりで十分であり、その使命は全うされたのです。祭司たちは「立って」その務めを果たしたとあり、キリストは神の右に「座している」とあります。立ち仕事はその仕事が完成していないことを示します。だから、繰り返さなければなりませんでした。しかし、キリストは「座して」一切の業を終えられたことを物語っています。
　ゴルゴタの丘の十字架においてキリストは血を流されました。ご自身の命を代償として、犯されたあらゆる罪を消し去るようにされました。ここで明らかなように、キリストはあらゆる罪について問題解決者となってくださいました。
　私たちはしばしば罪が許されていないことを悩みます。キリスト者になっても一挙に聖化されるのではありません。罪を犯し、失敗を繰り返し、過ちを犯します。そのとき、私たちは自分ではなんと愚かで弱い人間だと思います。実際、他の人はキリスト者を見てあれでもキリスト者なのかと批判します。私たちはそのような隣人の批判を無視してよいというのではありませんけれども、ただ、神の前で、わたし自身の罪の一切はもう許されているという思い、神は許してくださるという安心感を抱いてよいのです。そして、この許されているという私たちの実感が、他の人々に対する許しとなっていきます。
　ここで終わっていません。キリストは十字架でご自身の命を代価として完全無欠ないけにえとなってくださいました。それで終わりなのではありません。「罪のために唯一の生け贄を献げて」つまり十字架のみ業を全うされて、その次に、死人の中から蘇り、そして、天に昇っていかれ、「永遠に神の右の座に着き」というように文章の増補をしなければなりません。
　キリストはこのようにして神の右に座しておられます。さらに、すべての敵を平らげる時の到来まで待ち続けておられるとあります。これは明らかに終わりの日、最後の審判の日のことを指しています。キリストはもう勝利者なのです。罪とその結果に毒されることなく、私たちはキリストと共にあることができます。
　この世にある限り、私たちはもう罪は許されています。キリストにあって義とされています。このようなものはもはや神の裁きを決して経験しません。だから安心していてよいのです。そして、私たちもまたキリストのみ座近くまで召される時が来ますが、何も恐れることはありません。憚ることなく大胆にそこに近づいていけます。終わりの日、私たちは栄光のからだに蘇ってキリストとともに永遠にあることができます。
　だから、罪と不法の許しがある以上は、もはやいかなる供え物は必要とされません。もう繰り返して犠牲を捧げる必要もありません。ただ一度のキリストの犠牲の効果は抜群です。私たちはただこのことを信じて安らぎを得るのみです。
　１５-１８節。ここでは再度エレミヤ書が引用されます（８章１０）。預言者が語った言葉ですが、「聖霊」が語ったと記されます。エレミヤは自分の思いだけでこんなことを語ったのではありません。聖霊によって語ったのです。そして、今やエレミヤの予告は実現すると言われます。
　新しい契約が締結されます。契約とは神の固い約束です。何故、もう一度堅い約束を結ばれるのでしょうか。神の側は少しも変更する必要はありません。問題は人間側、つまり、イスラエルの民のほうにあります。彼らは律法を破り続け、エレミヤの時代には偶像がいたるところに置かれ、神殿にさえも異教の神像が置かれる始末でした。だから、バビロンによるエルサレム神殿破壊、バビロン捕囚を味わわなければなりませんでした。神はそれでイスラエルを捨ててしまうこともありえました。けれども神はイスラエルを切り捨ててしまうようなことはされませんでした。神はこの民ともう一度契約を更新されます。単純な更新ではなく、律法＝契約を心に記すという仕方で契約を結ばれます。その心の中で、古い契約にあった罪の許しの方策を思い起こすようにされました。心の中に、罪の許しを約束する、イエス・キリストへの信仰を刻印されたのです。こうして、民族としてのイスラエルではなく、心に新しい契約を書き記された新しいイスラエル、霊的なユダの民が起こされるようになります。わたしたちキリスト者こそその民です。安んじて、私たちは自分の罪が許されており、積極的に神に接近していける者たちであることを確信することができるのです。この神の偉大な恵みを改めて思い起こします。(この項おわり)
